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S U P P O R T E R S C L U B N EW S

鷹山宇一記念美術館友 の 会会報
T A K A Y A M A - U I C H I M E M O R I A L M U S E U M O F A R T

第

号
８７

「
画
家
鷹
山
宇
一
の
は
じ
ま
り
」

生
涯
現
役
で
活
躍
し
続
け
た
鷹
山
宇
一
。
私
は
、
彼
を
絵
描
き
の

道
へ
と
導
く
こ
と
に
な
っ
た
「
初
山
滋
」と
い
う
人
物
が
気
に
な
っ
た
。

そ
れ
は
鷹
山
が
小
学
校
４
年
生
の
時
。
当
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
。

―
小
学
校
４
年
の
当
時
受
持
教
師
で
あ
っ
た
歌
人
青
山
哀
囚
の
文

学
的
な
薫
陶
は
今
な
お
脳
裏
に
残
る
の
で
あ
る
。こ
の
教
師
に
接
す

る
こ
と
が
な
か
っ
た
ら
お
そ
ら
く
別
の
道
に
進
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ

（
美
術
誌
「
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
掲
載
『
蒼
の
東
洋
的
幻
想
』
鷹
山
宇
一
よ
り
）

う
か
。
―

「
別
の
道
に
進
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
」と
い
う
言
葉
か
ら
そ
の

影
響
の
大
き
さ
が
う
か
が
え
る
。
青
山
哀
囚
は
児
童
文
学
雑
誌
「
赤

い
鳥
」を
教
え
子
に
回
覧
さ
せ
た
。
特
に
少
年
鷹
山
の
心
を
掴
ん
だ
の

が
初
山
滋
の
描
く
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
幻
想
的
な
世
界
で
あ
る
。
鷹
山

を
絵
描
き
の
道
へ
と
進
ま
せ
た
初
山
滋
は
ど
ん
な
絵
を
描
い
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

初
山
滋
は
、
大
正
６
年
に
初
め
て
、
少
年
の
た
め
の
月
刊
総
合
誌

「
少
年
倶
楽
部
」の
口
絵
を
担
当
し
、そ
の
後「
お
と
ぎ
の
世
界
」「
コ
ド

モ
ノ
ク
ニ
」か
ら
絵
本
に
至
る
ま
で
、
挿
絵
や
装
丁
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク

で
幻
想
的
な
童
画
の
世
界
を
つ
く
り
だ
し
、
版
画
家
と
し
て
も
活
躍

し
た
人
物
だ
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
今
回
初
め
て
初
山
滋
の
絵
を
拝
見

し
た
。
透
明
感
が
あ
り
、
胸
に
す
っ
と
入
り
込
ん
で
く
る
よ
う
な
何
と

も
美
し
い
色
使
い
、そ
し
て
画
面
全
体
が
清
々
し
い
空
気
に
包
ま
れ
て

お
り
、
子
ど
も
で
な
く
て
も
そ
の
世
界
観
に
う
っ
と
り
し
て
し
ま
う
。

私
は
、
鷹
山
先
生
の
あ
る
絵
を
思
い
出
し
た
。
今
回
表
紙
に
選
ん

だ「
森
の
馬
」で
あ
る
。
深
い
緑
に
覆
わ
れ
た
森
の
中
、
上
を
見
上
げ
る

と
青
い
空
が
覗
い
て
い
る
。
画
面
手
前
で
は
蝶
が
３
匹
舞
い
、
奥
で
は

一
頭
の
馬
が
こ
ち
ら
を
見
て
い
る
。ぽ
つ
ぽ
つ
と
黄
色
く
浮
か
び
上
が

る
の
は
花
だ
ろ
う
か
。
よ
り
一
層
こ
の
空
間
を
幻
想
的
な
世
界
へ
と

導
く
。お
と
ぎ
話
の
１
ペ
ー
ジ
に
出
て
き
そ
う
な
作
品
で
あ
る
。

実
際
に
、
初
山
滋
の
影
響
が
そ
の
後
の
鷹
山
の
絵
に
ど
の
よ
う
に

現
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
は
、
私
自
身
の
今
後
の
研
究
課
題
と
も
い
え

る
が
、
絵
の
持
つ
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
が
似
て
い
る
と

感
じ
た
作
品
で
あ
る
。

少
年
鷹
山
の
心
を
魅
了
し
た
初
山
滋
の
絵
に
、
私
も
す
っ
か
り
心

を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

学
芸
員

遠
藤
未
奈
子
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◎
承
認
さ
れ

た
平
成

年
29

度
事
業
概
要

に
つ
い
て
左
記

の
通
り
報
告
い

た
し
ま
す
。

①
美
術
館
企

画
展
の
監
視

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動・「

ル
ド
ゥ
ー

テ
の
バ
ラ
展
」

（
４
月

日
～

15

７
月
９
日
）

・「
矢
口
高
雄

の
世
界

天
翔

け
る
童
心
」
展

（
釣
り
キ
チ
三

平
展
）

（
７
月

日
～

15

９
月
３
日
）

・「
渡
辺
貞
一

生
誕
１
０
０
年

展
」
（
９
月
16

日
～

月
５

11

日
）

②
国
内
研
修

旅
行
の
実
施

・「
茨
城
・
千

葉
美
術
紀
行
」

（
平
成

年
６
月

日
～

日
実
施
）

29

13

15

＊
第
２
回
研
修
旅
行
は
検
討
中

③
会
報
の
発
行
（
年
４
回

第

号
、
第

87

88

号
、
第

号
、
第

号
）

89

90

④
鷹
山
宇
一
絵
画
作
品
購
入
資
金
の
積
立

⑤
美
術
講
演
会
の
開
催
（
美
術
館
と
共
催
）
：

未
定

⑥
第
７
回
海
外
研
修
旅
行
の
検
討

八
戸
市

照
井
壽
一

彫
刻
家
・

野
毅
氏
が
２
０
１
１
年
度
の
日

本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た
際
の
作
品
「
夏
の

終
わ
り
，

」
を
い
ま
だ
見
る
こ
と
が
出
来
ず

11

残
念
に
思
っ
て
い
た
が
、
４
月
中
旬
に
東
京

へ
一
泊
二
日
の
日
程
で
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、「

野
毅
、
夏
の
終
わ
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
ネ
ッ
ト
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
渋
谷
区
表
参
道

キ
ャ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ト
入
口
に
原
宿
の
新
し
い

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
２
０
１
３
年
７
月
に
設
置
さ

れ
た「
ヨ
ン
デ
ル
像
」
が
受
賞
対
象
作
品
「
夏
の

終
わ
り
，

」
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

11

長
年
見
た
い
と
思
っ
て
い
た
日
本
を
代
表

す
る
彫
刻
家
の
代
表
作
を
間
近
で
し
か
も
無

料
で
鑑
賞
で
き
る
な
ら
ば
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ

と
は
無
い
。

４
月

日
、
宿
泊
場
所
の
御
茶
ノ
水
か
ら

17

地
図
を
頼
り
に
渋
谷
区
神
宮
前
６
丁
目
に
佇

ん
で
い
る
「
ヨ
ン
デ
ル
像
」
を
探
し
当
て
た
と

き
、
ネ
ッ
ト
で
幾
度
と
な
く
、
画
像
を
見
て
い

た
せ
い
か
シ
ャ
レ
で
は
無
く
、
ヨ
ン
デ
ル
像
に
呼

ば
れ
て
原
宿
に
来
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

台
座
に
は
、「
こ
の
ま
ち
は
、
と
き
を
よ
ん
で

「
ヨ
ン
デ
ル
像
」

を
尋
ね
て

る
。
こ
の
ま
ち
は
、
ひ
と
を
よ
ん
で
る
。
こ
の
ま

ち
は
、
あ
い
を
よ
ん
で
る
。
こ
の
ま
ち
は
こ
と
ば

を
よ
ん
で
る
。
こ
の
ま
ち
は
、
」
と
い
う
堺
屋
太

一
氏
の
詩
が
刻
ま
れ
て
い
た
。

写
真
下
は
、
千
代
田
区
麹
町
４
丁
目
交
差

点
に
建
つ

野
毅
氏
の
作
品
「
夏
の
想
い

出
」
。
衣
服
を
着
て
い
る
彫
刻
は
珍
し
い
と
思

い
な

が

ら

も
、
お
魚
釣

り
を
し
て
い

る
よ
う

な

あ
ど
け
な
い

男
の
子
の
姿

を
見
て
幼
い

日
を
一
瞬
思
い
出
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
２
日
間
、
予
定
し
て
い
た

場
所
全
て
を
訪
問
で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど「
ヨ

ン
デ
ル
像
」
に
あ
え
た
か
ら
満
足
。

今
度
、
東
京
へ
来
る
と
き
は
、
歩
き
回
る
た

め
に
十
分
な
日
程
を
確
保
し
、
神
奈
川
県

「
横
浜
み
な
と
み
ら
い

」
ま
で
足
を
運
び
、
ヨ

21

コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ

テ
ル
の
棟
頂
部
（
地
上
１
４
０
ｍ
）
に
設
置
さ

れ
、
行
き
交
う
船
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
る
と

い
う
女
神
像
「
み
ち
び
き
」
（
制
作
：

野
毅

氏
）
を
是
非
と
も
尋
ね
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

ヨンデル像の基本情報

制 作 野毅（彫刻家）

住 所 東京都渋谷区神宮

６丁目１－１０

サイズ 台座含む H ２．３ｍ

（女性像のみ H１.７ｍ）

最寄駅 明治神宮前（原宿）

設置日 ２０１３年７月７日

鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
友
の
会
平
成

年
度
通
常
総
会
が
６

29

月

日
午
後
２
時
か
ら
開
催
さ
れ
、
平
成

年
度
事
業
報
告
、
貸

10

28

借
対
照
表
並
び
に
収
支
計
算
書
及
び
平
成

年
度
事
業
計
画

29

（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）
等
全
て
の
承
認
議
案
が
原
案
の
通

り
可
決
さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

な
お
、
通
常
総
会
議
案
書
を
別
添
の
通
り
同
封
致
し
ま
す
。

本
年
度
も
友
の
会
会
員
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

鷹 山 宇 一 記 念 美 術 館 友 の 会

通 常 総 会 議 案 審 議 風 景

平 成 ２ ９ 年 度 通 常 総 会 開 催
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７
月
１
５
日
（
土
）
か
ら
、
特
別
展
「
矢

口
高
雄
の
世
界 

天
翔
け
る
童
心
展
」
を
開

催
し
ま
す
。
本
展
覧
会
で
は
、「
釣
り
キ
チ
三

平
」
を
は
じ
め
、
矢
口
高
雄
氏
の
こ
れ
ま
で

の
漫
画
家
人
生
を
代
表
す
る
作
品
の
表
紙

絵
原
画
や
漫
画
原
稿
、
貴
重
な
資
料
を
１
０

０
点
以
上
展
示
し
ま
す
。
誰
も
が
親
し
め
る

「
漫
画
」
と
い
う
作
品
に
描
か
れ
る
矢
口
高

雄
の
壮
大
な
世
界
を
是
非
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。 

   

矢
口
高
雄
氏
は
、
週
刊
少
年
「
マ
ガ
ジ
ン
」

で
日
本
中
に
釣
り
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し

ま
し
た
。
１
９
３
９
年
に
、
秋
田
県
の
雄
勝

郡
西
成
瀬
村
（
現
：
横
手
市
増
田
町
）
に
生

ま
れ
、
大
自
然
に
囲
ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。

無
類
の
漫
画
好
き
少
年
で
、
自
ら
描
く
こ
と

に
も
興
味
を
持
ち
続
け
、
一
度
は
地
元
の
銀

行
に
勤
務
し
ま
す
が
、
漫
画
家
の
夢
を
断
ち

切
る
こ
と
が
で
き
ず
、
１
９
７
０
年
、
銀
行

を
辞
め
て
上
京
し
、
３
０
歳
で
漫
画
家
デ
ビ

ュ
ー
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 

世
の
中
は
高
度
経
済
成
長
の
真
っ
た
だ

中
。
改
め
て
自
然
の
尊
さ
が
見
直
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
た
１
９
７
０
年
代
、
当
時
の
漫
画

の
傾
向
と
一
線
を
画
し
、
そ
の
時
代
の
価
値

観
を
先
取
っ
た
「
釣
り
キ
チ
三
平
」
は
時
流

に
乗
る
こ
と
と
な
り
、
釣
り
を
始
め
と
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
り

ま
し
た
。「
釣
り
キ
チ
三
平
」
や
「
幻
の
怪
陀

バ
チ
ヘ
ビ
」「
お
ら
が
村
」「
マ
タ
ギ
」
な
ど
、

自
然
と
人
間
と
の
か
か
わ
り
、
本
当
の
豊
か

さ
と
は
、
人
生
の
幸
せ
と
は
何
か
、
に
つ
い

て
ず
っ
と
考
え
描
き
続
け
た
数
々
の
作
品

は
、
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
に
、
大
き
な
共

感
と
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。 

 
  

       

   

矢
口
高
雄
の
世
界 

「
天あ

ま

翔か

け
る
童
心

ど

う

し

ん

」
展 

【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】 

矢
口
高
雄
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会 

７
月
１
５
日
（
土
）
／
８
月
１
２
日
（
土
） 

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク 

１
０
時
３
０
分
～
１
１
時 

 

※
申
し
込
み
不
要
・
要
入
場
券
提
示 

サ
イ
ン
会 

①
１
１
時
３
０
分
～
１
２
時
１
５
分 

 

②
１
３
時
３
０
分
～
１
４
時
１
５
分(

１
日
２
回
） 

 

・
会
場
に
て
商
品
を
税
込
み
１
，
０
８
０
円
以
上
お
買

い
上
げ
の
お
客
様
、
各
回
先
着
５
０
名
様
に
整
理
券

を
配
布
し
ま
す
。 

・
サ
イ
ン
用
オ
リ
ジ
ナ
ル
色
紙
を
当
館
に
て
用
意
し

ま
す
。 

・
額
絵
・
図
録
を
お
買
い
上
げ
の
方
に
は
別
途
商
品
に

も
サ
イ
ン
致
し
ま
す
。 

・
お
客
様
が
お
持
ち
込
み
し
た
物
品
へ
の
サ
イ
ン
は

で
き
ま
せ
ん
。 

・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
＆
サ
イ
ン
会
は
予
告
な
く
変

更
・
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。 

漫
画
家
・
矢
口
高
雄 

こ
の
夏
は 

三
平
と
一
緒
に
冒
険
の
旅
へ
！ 

①O 池の滝太郎©矢口高雄 
②ヤマセミ©矢口高雄 
③バスフィッシング©矢口高雄 
④山魚女群泳©矢口高雄 
⑤ホタル©矢口高雄 
⑥野萱草咲く頃©矢口高雄 

① 

② ③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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７
月
９
日
（
日
）
ま
で
開
催
中
の
「
ル
ド

ゥ
ー
テ
の
バ
ラ
展
」
。 

ご
来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
か
ら
は
「
版
画

な
の
！
」
と
い
う
驚
き
の
声
が
た
く
さ
ん
聞

こ
え
、
改
め
て
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
そ
の
技
術
の

高
さ
を
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

期
間
中
に
開
催
し
た
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
コ
ン
サ

ー
ト
、
特
別
記
念
講
演
会
に
は
多
く
の
お
客

様
に
ご
来
館
い
た
だ
き
、
大
変
う
れ
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

            

 

毎
月
２
回
行
わ
れ
た
、
「
ル
ド
ゥ
ー
テ
・

チ
ェ
ン
バ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
」
は
、
大
変
人
気

で
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
の
優
し
い
音
色
、
そ
し
て

素
晴
ら
し
い
歌
声
に
、
会
場
中
が
う
っ
と
り
。

中
に
は
涙
さ
れ
る
お
客
様
も
。
ル
ド
ゥ
ー
テ

の
作
品
に
囲
ま
れ
て
聴
く
演
奏
は
な
ん
と

も
贅
沢
な
空
間
で
し
た
。
今
回
お
招
き
し
た

の
は
チ
ェ
ン
バ
リ
ス
ト
の
中
田
聖
子
さ
ん

と
佐
藤
理
州
さ
ん
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
鷹
山

美
緒
さ
ん
で
す
。
中
田
さ
ん
の
力
強
い
演
奏
、

佐
藤
さ
ん
の
軽
快
で
弾
む
よ
う
な
演
奏
が

印
象
的
で
し
た
。
そ
し
て
鷹
山
美
緒
さ
ん
の

体
中
に
響
き
渡
る
よ
う
な
力
強
く
も
優
し

い
歌
声
に
大
変
感
動
し
ま
し
た
。 

           
   

  

６

月

９

日

（
金
）
に
特
別

記
念
講
演
会
を

開
催
。
講
師
は

八
戸
学
院
大
学

短
期
大
学
部
客

員
教
授
の
三
村

三
千
代
先
生
。

「
源
氏
物
語
～
花
の
名
前
の
女
君
～
」
を
テ

ー
マ
に
、
桐
壺
の
更
衣
・
夕
顔
な
ど
１
１
人

の
花
の
イ
メ
ー
ジ
の
女
君
た
ち
を
お
話
し

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
三
村
先
生
の
分
か

り
や
す
く
、
笑
顔
溢
れ
る
お
話
し
に
、
お
客

様
も
「
う
ん
う
ん
」
と
頷
き
な
が
ら
、
楽
し

そ
う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

            

 

６
月
１
４
日
（
水
）
か
ら
１
６
日
（
金
）

ま
で
の
３
日
間
、
野
辺
地
高
校
２
年
生
の
和

田
萌
々
夏
さ
ん
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

来
て
く
れ
ま
し
た
。 

【
和
田
萌
々
夏
さ
ん
か
ら
】 

今
回
、
美
術
館
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
み

た
い
と
思
い
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
鷹
山

宇
一
記
念
美
術
館
に
来
ま
し
た
。
実
際
、
学

芸
員
の
仕
事
の
一
部
を
手
伝
っ
て
み
て
、
今

回
は
単
純
作
業
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
好

き
な
美
術
の
近
く
で
働
く
こ
と
が
で
き
て
、

わ
く
わ
く
し
ま
し
た
。
ま
た
、
奥
が
深
い
職

業
で
も
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
学
芸
員
に

と
て
も
興
味
を
持
っ
た
の
で
、
自
分
の
進
路

の
参
考
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
と
て
も
貴

重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

「ルドゥーテのバラ展」 
 Report 

チ
ェ
ン
バ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト 

三
村
三
千
代
先
生
特
別
記
念
講
演
会 

「
源
氏
物
語
～
花
の
名
前
の
女
君
～
」 

「
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
バ
ラ
展
」 

入
館
者
５
，０
０
０
人
に 

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

来
て
く
れ
ま
し
た
！ 

開
催
式
・
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
パ
ー
テ
ィ

▲４／１４のテープカットの様子。左から、八戸学院

大学短期大学部客員教授・三村三千代様、七戸町議会

議長・田嶋輝雄様、七戸町長・小又勉様、青森放送株

式会社代表取締役専務・大友寿郎様、新谷勝弘当財団

理事長。 

▲5,000 人目のお客様となったの
は、八戸市城北小学校２年生の小笠

原颯紀さんです。お母さんと弟の蒼

惟ちゃんとともに来館してくれま

した。 
 

▲今回演奏しているチェンバロは、ルドゥーテのバラ

の絵が模写された特別製の「ルドゥーテ・チェンバロ」

です。細部まで装飾が施され、音色を楽しむだけでな

く、目で見て楽しむことも出来る芸術作品です。その

素晴らしい技術に皆さん目をうばわれていました。 

↑
一
緒
に
資
料
整
理
や
展
示
室
の
看
視
、 

受
付
に
も
立
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！ 
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平成28年度 

「美術館アートクラブ」に参加された

方は、総人数105名（スタッフ含

む）でした。 

参加くださいました皆様楽しいひと

ときをありがとうございました。 

そして、これからもよろしくお願い致

します。 

 

２８
年
度
最
後
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
は
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
で

バ
ッ
グ
づ
く
り
で
す
。
１０
名

の
方
が
参
加
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
は
、
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
を
特
殊
な
糊

で
貼
り
付
け
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

し
ま
す
。
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ

ー
は
１
枚
に
見
え
ま
す
が
、

実
は
２
～
３
層
に
な
っ
て
い

て
、
印
刷
の
あ
る
１
枚
だ
け

を
使
い
ま
す
。
絵
柄
を
組
合

わ
せ
る
こ
と
で
キ
ッ
チ
ン
ペ

ー
パ
ー
の
雰
囲
気
と
は
異
な

り
見
事
な
作
品
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。 

  

          

     

   

い
つ
も
は
２
階
工
房
を
使
っ
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。
特
別
展
中
は
少
し
で
も
多
く
の

方
が
見
て
下
さ
り
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
絵
馬
館
で
開
催
し

ま
し
た
。
講
師
は
佐
伯
知
美
先
生
で

す
。 

平
成
２９
年
度
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
講
で
す
！ 

 

ル
ド
ゥ
ー
テ
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

１
回
目 

 

５
月
２０
日
（
土
）
は
「
デ
コ
パ

ー
ジ
ュ
で
バ
ッ
グ
づ
く
り
」
で
す
。

ル
ド
ゥ
ー
テ
の
バ
ラ
柄
の
他
、
華

や
か
な
柄
の
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー

を
使
用
し
ま
し
た
。
楽
し
く
制
作

し
て
い
る
様
子
に
お
客
様
も
次
々
と
加
わ
り
、
２２

名
も
の
参
加
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
３０
分
で
出
来
上

が
る
手
軽
さ
も
あ
り
、ほ
と
ん
ど
の
方
が
自
宅
で
二

作
目
、三
作
目
を
制
作
し
た
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
方
、
次
回
特
別
展
で

も
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
素
敵

な
バ
ッ
グ
を
一
緒
に
作
り
ま
し
ょ
う
。 

        

ル
ド
ゥ
ー
テ
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

２
回
目 

 

 

６
月
３
日
（
土
）
は
「
ル
ド

ゥ
ー
テ
の
塗
り
絵
で
額
絵
を
つ

く
ろ
う
」
で
す
。
定
員
い
っ
ぱ

い
の
１０
名
の
方
が
参
加
下
さ

い
ま
し
た
。 

ル
ド
ゥ
ー
テ
の
大
人
の
塗

り
絵
を
使
い
バ
ラ
や
果
物
に

色
鉛
筆
で
色
を
塗
っ
て
い
き

ま
す
。
ピ
ン
ク
の
花
び
ら
を
表

現
し
た
い
と
思
っ
た
と
き
、
ピ

ン
ク
色
一
色
を
使
っ
て
塗
っ

て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
影
の

部
分
や
光
が
あ
た
っ
て
い
る

部
分
で
は
色
が
違
っ
て
見
え
ま
す
。そ
こ
で
同
じ
ピ
ン

ク
で
も
赤
に
近
い
ピ
ン
ク
や
薄
い
ピ
ン
ク
と
何
色
か

の
色
を
組
み
合
わ
せ
て
塗
る
こ
と
で
深
み
や
奥
行
き

が
表
現
で
き
る
の
で
す
。 

は
じ
め
は
上
手
く
出
来
る
か

不
安
に
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
い
ざ
塗
り
始
め
た
ら
皆
さ

ん
夢
中
。
塗
り
終
わ
っ
た
作
品
を

額
に
入
れ
て
完
成
。
素
敵
な
額
絵

に
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

７
月
１
日
（
土
）
の
特
別
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
３
回

目
の
様
子
は
次
回
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

       

 

        

十
和
田
市
の
下
切
田
小
の
４･

５
年
生
、
４
名

と
先
生
２
名
が
来
館
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 

２
階
工
房
で
せ
ん
べ
い
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作
成

し
た
後
、
学
芸
員
と
一
緒
に
館
内
を
回
り
美
術
館

の
事
や
展
覧
会
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し

た
。 

 

３ 

月
28

日
（
土
） 

【 

デ
コ
パ
ー
ジ
ュ 

】 

平
成

２８

年
度 

―
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
も
の
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
― 

 

 

 

★８月１９日（土） 
１４：００～１７：００ 
「和がらデコパージュ」 
材料：500円、30分ごとの受付です。 
 
★９月２日（土） 
１回目 ９：３０～１０：１０ 
２回目１０：１０～１０：５０ 
３回目１０：５０～１１：３０ 
「ペーパークイリングで金魚を作ろう」 
を予定しております。 
材料：500円 
 
皆様の参加をお待ちしております。 

次回 矢口高雄の世界「天翔ける童心」 
～特別ワークショップ開催～ 
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▼▲チェンバロ 

 
美 

術 

館 

日 

誌 
 

 

◆

４
月
◆ 

▼
１
日
（
土
）
展
示
替
え
休
館 

 
 
 
 
 
  

山
形
美
術
館
出
張(

館
長
・
遠
藤) 

▼
２
日
（
日
）
常
設
展
「
鷹
山
宇
一
の
世
界
」
展 

▼
４
日
（
火
）
職
員
辞
令
交
付
式 

▼
１０
日
（
月
）
絵
画
監
査
１３
時
（
監
事
） 

展
示
替
え
休
館
（
～
１４
日
） 

▼
１３
日
（
木
）
ル
ド
ゥ
ー
テ
作
品
搬
入 

（
マ
ル
イ
美
術
） 

▼
１４
日
（
金
）
「
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
バ
ラ
展
」
レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

▼
１５
日
（
土
）
「
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
バ
ラ
展
」
前
期
開
始 

▼
１７
日
（
月
）
む
つ
市
栄
町
内
会
25
名
来
館 

▼
２２
日
（
土
）
・
２３
日
（
日
） 

チ
ェ
ン
バ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

          

◆
５
月
◆ 

▼
２
日
（
金
）
ナ
ブ
コ
自
動
ド
ア
点
検 

▼
３
日
（
土
）
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
バ
ラ
展
５
千
人 

セ
レ
モ
ニ
ー
開
催 

▼
９
日
（
火
）
会
計
監
査
１０
時
（
監
事
） 

▼
１０
日
（
水
）
茨
城
県
近
代
美
術
館
友
の
会

２８
名
来
館 

 

▼
１２
日
（
金
）
県
民
カ
レ
ッ
ジ
連
絡
会
議 

県
校
長
会
講
演
会 

（
青
森
／
館
長
） 

▼
１３
日
（
土
）
渡
辺
貞
一
画
集
作
成
打
合
せ
会
議 

友
の
会
旅
行
説
明
会
２
Ｆ 

 
 
 
 
 
 

理
事
会 

▼
１４
日
（
日
）
七
彩
会 

▼
１６
日
（
火
）
松
本
零
士
展
打
合
せ 

（
館
長･

遠
藤
） 

（
福
岡
氏
・
八
住
氏
・
青
幻
舎
／
中
川
氏
） 

▼
１７
日
（
水
）
野
辺
地
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
打
合
せ 

▼
１９
日
（
金
）
Ｊ
Ａ
Ｆ
メ
イ
ト
取
材
（
遠
藤
） 

中
部
上
北
相
談
室
鑑
賞
会
７
名
来
館 

▼
２０
日
（
土
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
デ
コ
パ
ー
ジ
ュ
で
バ
ッ
グ
作
り
」 

講
師 

佐
伯
知
美
氏 

▼
２０
日
（
土
）
・
２１
日
（
日
） 

チ
ェ
ン
バ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

▼
２４
日
（
水
）
東
京
Ｎ
Ｈ
Ｋ
打
合
せ
（
館
長
） 

▼
２５
日
（
木
）
全
国
美
術
館
会
議
総
会
出
席 

（
鎌
倉
／
館
長) 

▼
２８
日
（
日
）
評
議
員
会 

 
 
 
 
 
 

臨
時
理
事
会 

▼
２９
日
（
月
）
展
示
替
休
館 

▼
３０
日
（
火
）
「
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
バ
ラ
展
」
後
期
開
始 

 

◆
6
月
◆ 

▼
２
日
（
金
）
青
森
県
博
物
館
総
会
出
席
（
館
長
） 

▼
３
日
（
土
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

「
塗
り
絵
（
額
装
）」 

講
師 

佐
伯
知
美
氏 

▼
５
日
（
月
）（
株
）
タ
ミ
ヤ
社
長
葬
儀
出
席 

（
静
岡
／
館
長
） 

ゆ
う
き
青
森
農
協
１９
名
来
館 

▼
６
日
（
火
）
十
和
田
市
下
切
田
小
学
校
６
名 

社
会
見
学
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

▼
８
日
（
木
）・
９
日
（
金
） 

天
間
林
中
学
校
職
場
体
験
２
名 

▼
９
日
（
金
）
特
別
展
記
念
講
演 

「
源
氏
物
語
～
花
の
名
前
の
女
君
～
」 

講
師 

八
戸
学
院
大
学
短
期
大
学
部
客
員
教
授 

三
村
三
千
代
先
生 

▼
１０
日
（
土
）
友
の
会
総
会 

▼
１１
日
（
日
）
七
彩
会 

▼
１３
日
（
火
）
～
１５
日
（
木
） 

友
の
会
研
修
旅
行
（
茨
城
県
・
千
葉
県
） 

▼
１４
日
（
水
）
～
１６
日
（
金
） 

野
辺
地
高
校
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

▼
１６
日
（
金
）
横
尾
忠
則
十
和
田
ロ
マ
ン
展

「POP IT ALL

」
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
出
席 

（
十
和
田
現
美
／
館
長
） 

蓬
田
村
文
化
協
会
１６
名
来
館 

▼
１７
日
（
土
）
・
１８
日
（
日
） 

チ
ェ
ン
バ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催 

▼
２０
日
（
火
）
施
設
点
検
（
昭
和
電
気
） 

▼
２１
日
（
水
）
上
北
教
育
事
務
所
来
館 

▼
２２
日
（
木
）
鮫
公
民
館
７０
名
来
館 

▼
３０
日
（
金
）
エ
ル
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
来
館 

           

 

チェンバロ：中田 聖子氏（左） 
ソプラノ：鷹山 美緒氏（右）

▲入館者5,000人目の 
八戸市城北小２年 
小笠原颯紀さん（中） 
母の真理子さん（左） 

チェンバロ：佐藤 理州氏（左） 
ソプラノ：鷹山 美緒氏（右） 

天間林中学校職場体験 

ピエール=ジョゼフ・ルドゥーテ 

【画像提供】コノサーズ・コレクション東

▲三村三千代先生特別記念講演 
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渡
辺
貞
一
は
、

国
画
会
を
中
心

に
作
品
を
発
表

し
た
油
彩
画
家

で
す
。
貞
一
は

大
正
６
（
一
九

一
七
）
年
に
青

森
市
三
内
に
、

父
省
三
、
母
あ

ぎ
の
三
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し

た
。
父
省
三
は

大
工
の
棟
梁
で

東
青
地
区
で
手

広
く
建
築
請
負

業
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。
貞
一

の
生
涯
は
６
４

歳
と
決
し
て
長

い
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
晩
年
は
、

神
秘
的
で
静
謐

さ
を
た
た
え
た
独
自
の
画
風
が
、
当

時
の
絵
画
ブ
ー
ム
と
あ
い
ま
っ
て
人

気
を
は
く
し
、
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の

表
紙
を
飾
る
な
ど
し
ま
し
た
。

京
都
在
住
の
中
井
昌
美
（
昭
和
11

年
～
）
氏
も
渡
辺
貞
一
作
品
に
強
く

魅
了
さ
れ
た
ひ
と
り
で
す
。
中
井
氏

は
熱
心
な
美
術
蒐
集
家
で
す
が
、
蒐

集
作
家
の
中
で
も
特
に
貞
一
の
画
風

を
深
く
愛
し
、
そ
の
所
蔵
作
品
は
実

に
２
０
０
点
余
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

中
井
氏
は
、
今
年
が
貞
一
が
生
誕
し

て
丁
度
百
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、

そ
れ
を
記
念
し
て
故
郷
青
森
県
で
の

貞
一
作
品
の
活
用
を
願
い
、
昨
年
度

（
平
成
２
８
年
度

、
七
戸
町
へ
貞

）

一
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
計
１
６
２
点
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
９
月
１
６
日
か

ら
１
１
月
５
日
ま
で
七
戸
町
立
鷹
山

宇
一
記
念
美
術
館
を
会
場
に
し
て
開

催
さ
れ
る
本
展
覧
会
は
、
中
井
氏
が

寄
贈
さ
れ
た
全
作
品
を
初
公
開
す
る

も
の
で
、
ま
さ
に
芸
術
の
秋
に
ふ
さ

わ
し
い
催
し
物
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

さ
て
、
渡
辺

貞
一
と
言
っ
て

も
、
ご
存
知
な

い
方
が
多
い
か

。

も
し
れ
ま
せ
ん

そ
れ
は
、
貞
一

が
、
戦
後
東
京

に
居
（
ア
ト
リ

エ
）
を
構
え
そ

こ
を
活
動
の
拠

点
と
し
た
為
と

思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
貞
一
の
兄

（
次
兄
の
猛
）
が
戦
後
、
下
北
に
開

拓
入
植
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
よ
く

兄
を
訪
ね
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
下

北
の
画
家
と
の
交
流
も
活
発
で
し
た

し
、
八
戸
に
は
親
友
で
あ
り
国
画
の

仲
間
で
も
あ
っ
た
名
久
井
由
蔵
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
画
家
や
文
人
た

ち
の
つ
な
が
り
も
深
い
も
の
で
し
た
。

さ
ら
に
貞
一
は
青
森
市
、
八
戸
市
、

弘
前
市
で
の
個
展
の
開
催
も
頻
繁
に

行
っ
て
お
り
、
故
郷
、
青
森
県
と
の

関
係
は
生
涯
続
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
貞
一
の
生
涯
を
紹
介
い
た

し
ま
し
ょ
う
。
貞
一
は
６
４
年
の
決

し
て
長
い
と
は
言
え
な
い
人
生
の
中

で
、
な
ん
と
３
回
も
「
死
」
に
直
面

し
て
い
ま
す
。

最
初
の
「
死
」
は
敬
愛
す
る
４
歳

年
上
の
兄
、
省
一
（
長
兄
）
の
死
で

し
た
。
渡
辺
家
の
跡
継
ぎ
と
し
て
周

囲
の
期
待
を
一
身
に
受
け
て
い
た
省

一
で
し
た
が
昭
和
９
年
に
急
性
肺
炎

で
あ
っ
け
な
く
世
を
去
り
ま
し
た
。

こ
の
深
い
悲
し
み
の
中
で
貞
一
は

「
人
間
は
死
ぬ
も
の
だ
。
生
き
て
い

る
う
ち
に
好
き
な
絵
を
描
こ
う

」
。

と
強
く
決
心
し
た
と
い
い
ま
す
。
兄

の
死
が
画
家
渡
辺
貞
一
の
出
発
点
と

な
り
ま
し
た
。

二
度
目
の
「
死
」
は
、
自
分
の
命

と
向
き
合
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
１

８
歳
で
上
京
し
川
端
画
学
校
で
絵
の

勉
強
を
し
、
昭
和
１
６
年
に
は
国
画

会
展
覧
会
（
国
展
）
へ
の
初
入
選
を

は
た
し
ま
し
た
が
、
昭
和
１
８
年
に

大
量
の
喀
血
で
た
お
れ
ま
し
た
。
帰

郷
し
青
森
市
内
の
病
院
に
入
院
す
る

も
症
状
は
悪
化
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

貞
一
は
自
ら
の
意
思
で
八
甲
田
山
中

に
こ
も
り
、
修
行
僧
の
よ
う
な
生
活

を
お
く
る
中
で
奇
跡
的
に
回
復
し
ま

し
た
。

三
つ
目
の
「
死
」
は
戦
争
で
し
た
。

昭
和
１
８
年
海
軍
要
員
と
し
て
南
ボ

ル
ネ
オ
島
に
渡
り
、
昭
和
２
０
年
に

は
タ
ラ
カ
ン
島
で
激
戦
の
末
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
逃
れ
こ
れ
も
奇
跡
的
に
生
き

残
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

復
員
帰
国
し
た
昭
和
２
１
年
に
、

貞
一
は
キ
リ
ス
ト
教
に
入
信
し
ま
す

が
、
こ
れ
は
死
に
何
度
も
飲
み
込
ま

れ
そ
う
な
っ
た
経
験
が
大
き
な
要
因

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

渡

辺

貞

一

冬のりんご園（１９７２年・油彩）
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貞
一
は
入
信
の
こ
と
を
ほ
と
ん
ど

口
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
そ
う
で

す
が
、
彼
の
作
品
に
あ
る
サ
イ
ン
を

見
て
く
だ
さ
い
。
Ｗ
の
上
に
貞
一
の

Ｔ
が
書
き
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
Ｔ
が
十
字
架
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。

貞
一
は
妻
で
あ
り
詩
人
の
渡
辺
み

き
こ
（
美
喜
子
大
正
１
５
～
平
成

８
）
に
「
絵
に
い
く
ど
も
生
命
を
救

わ
れ
た
」
と
語
っ
て
い
て
、
ス
ク
ラ

ッ
プ
ブ
ッ
ク
に
も
「
絵
画
と
い
う
世

界
は
、
死
よ
り
強
い
も
の
か
も
知
れ

な
い
」
と
も
書
き
残
し
て
い
た
と
い

い
ま
す
。
自
ら
の
病
や
戦
争
に
よ
り

限
り
な
く
死
へ
と
近
づ
い
た
貞
一
を
、

そ
の
度
に
生
へ
と
呼
び
戻
し
た
の
は

「
絵
を
描
き
た
い
」
と
い
う
死
を
も

跳
ね
飛
ば
す
ほ
ど
の
強
い
願
い
だ
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。

復
員
し
た
貞
一
は
、
旺
盛
な
制
作

を
続
け
、
昭
和
３
９
年
に
は
念
願
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
遊
の
旅
に
出
か
け
、

独
自
の
心
象
風
景
を
展
開
し
人
気
作

家
と
な
り
ま
し
た
が
、
昭
和
５
６
年

に
胃
ガ
ン
に
よ
り
死
去
し
ま
し
た
。

さ
て
、
中
井
昌
美
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
作
品
の
内
容
で
す
が
、
初
期
の
フ

ォ
ー
ビ
ズ
ム
的
な
表
現
の
作
品
、
北

国
青
森
の
風
景
を
描
い
た
り
ん
ご
園

な
ど
の
作
品
、
二
度
の
海
外
旅
行
で

取
材
し
た
ス
ペ
イ
ン
や
パ
リ
が
描
か

れ
た
作
品
、
法
隆
寺
の
壁
画
に
ヒ
ン

ト
を
得
た
釘
描
に
よ
る
技
法
で
表
現

し
た
作
品
、
晩
年
衰
弱
し
、
油
絵
の

匂
い
も
た
え
ら
れ
ぬ
ほ
ど
衰
弱
し
た

体
で
、
制
作
し
た
水
墨
画
の
作
品
な

ど
、
貞
一
の
画
業
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
豊
か
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
回
は
、
中
井
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

中
か
ら
代
表
的
な
作
品
を
選
び
、
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

サイン（部分拡大）花みずきの夜（制作年不明・油彩）

新
規
会
員
入
会
お
誘
い
の
お
願
い
と

友
の
会
会
員
登
録
更
新
の
お
願
い

平
成

年
度
も
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
の
会
運
営
に
多
大
な
ご
理
解

28

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

早
速
に
更
新
及
び
新
規
入
会
の
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
会

員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成

年
度
通
常
総
会
も
終
わ
り
、
新
年
度
事
業
の
ス
タ
ー
ト
と
な

29

り
ま
し
た
が
皆
様
に
は
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
く
、
特
に

新
規
会
員
の
勧
誘
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
更
新
及
び
新
規
入

会
手
続
き
は
、
美
術
館
窓
口
と
郵
便
振
替
に
よ
り
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
会
員
各
位
の
お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

○
友
の
会
の
事
業
内
容

①
県
内
外
美
術
館
研
修
視
察
旅
行
（年
２
～
３
回
）

②
海
外
美
術
館
研
修
旅
行

③
美
術
館
作
品
購
入
基
金
への
協
力

④
鷹
山
宇
一
記
念
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

⑤
会
報
の
発
行

⑥
そ
の
他
（美
術
講
演
会
の
開
催
等
）

○
一
般
会
員

会

費

（個
人
）

年
度
会
費

３
千
円

特

典

①
無
料
入
館
券
３
枚
。
会
員
証
提
示
に
よ
り

入
館
料
２
割
引
き

②
ミ
ュー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
１
割
引

③
研
修
会
、
講
演
会
への
招
待
、
優
待

④
他
美
術
館
等
の
視
察
研
修
への
優
待
参
加

⑤
会
報
の
配
布

○
特
別
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

１
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
１
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

○
賛
助
会
員

会

費

（個
人
・法
人
）

年
度
会
費

２
万
円

特

典

一
般
会
員
特
典
に
加
え
て

①
会
員
証
提
示
に
よ
り
個
人
・法
人
会
員
と

も
本
人
及
び
同
伴
者
３
名
ま
で
無
料
入
館

②
新
規
加
入
の
方
に
画
集
１
冊
贈
呈

③
特
別
企
画
展
の
都
度
、
招
待
券
を
贈
呈

◇
詳
し
く
は
、
美
術
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
費
に
つ
い
て
の

★

お
知
ら
せ

会
費
の
納
入
は
随
時

受
け
付
け
て
お
り
ま
す

が
、

月

日
以
降
に

10

1

新
規
会
員
と
な
っ
た
方

は
、
翌
々
年
の
３
月
31

日
ま
で
を
１
年
度
と
い

た
し
ま
す
。

☆ 皆様の会報です。
友の会主催の研修旅行

等へのご意見、ご要望、
美術館訪問記、旅行記等
をお寄せ下さい。お便り
をお待ちしています。
（ ）字数：８００字程度

編

集

後

記

田
植
え
が
終
わ
り
早

苗
が
育
ち
、
水
田
か
ら

聞
こ
え
始
め
た
「
か
え

る
の
合
唱
」
を
楽
し
み

た
い
・
・
・
。

★
会
報
第

号
を
お
届

87

け
し
ま
す
。

新
年
度
に
お
い
て
も

会
員
皆
様
方
の
美
術
館

訪
問
記
等
を
写
真
と
と

も
に
お
寄
せ
下
さ
る
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

壽
一
）

（
照
井


